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【2006/3】  ： 中国：上海での買物編  
 

いかに値切るか！ 高値で購入せずに、安く買うか！ になります。 

 

上海でも3種類の価格が存在しています。 

① 吹っかけ価格で「外国人や外地人」用の高価格で、この時に購入者は「90％
OFF」から交渉します。 「100 元」と言われたら、直ちに【10 元】と言い返して

ください 

 

② 価格が決まってから「領収書を下さい」と言うと、価格が上がる。販売元が売
上を誤魔化す脱税行為になります 

 

③ 今度は逆に「領収書は要らないから、値段を下げて」と言うともう少し安くなり
ます。もちろんこちらも脱税です。なにしろ罰金や違反金を支払う場合でも値

切れますので、一言付け加えたならば価格が下がるかもしれません 

 

実際に「FDD」を購入した時は次のようになりました。 

 近所の電脳城（PCセンター）へ外付けUSB式「FDD」を探しに行った時の価格展開の実情

からです。なかなか見つからないため店員に在庫の有・無を尋ねますと、どこからか IBM 製

品(今なら、聨想）を持ってきました。 

「値段は？」 「240元≒3,600日本円」 「高い！ 中国の無名メーカーＦＤＤで安い物はな

いか？」と伝えると「180 元≒2,700 日本円」に価格が急降下しましたが、こちらは無名メーカ

ーで「100 元」程度と予想していましたので、他の店舗へ行き同じように値段を尋ねると同じ

IBM製品が「160元」「180元」の店舗もありました。更に「140元」の店舗で「高い」と言うと「130

元」にまですぐ低下しました。でも購入せず、他メーカー製品を探し続けました。 

 

 他のPCセンターで探しても見つからないため、翌週に最低価格の店舗へ行き「値段は？」 

「140 元」 「高い」として、「100 元」を希望すると流石に安すぎて「ダメ！」と言われましたが

「125 元」の価格を提示されました。そして領収書も要求しても OK になりました。ここで「領収

書は不必要」とか、「モウ少し下げて」と一声かければ、もう少しは安くなったでしょう。 

メーカー製品ですら、このようになります。標準的な価格が無い商品では「９０％OFF」から
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価格交渉を開始しています。 

但し、中国での価格交渉に慣れすぎると、街中の屋台でなんと「2 元≒30 日本円」の定規

を値切り始めました。自分でも驚いていましたが、さすがに販売員も呆れ顔になっていまし

た。 

 

今月のアドバイス 

日本で美術品や骨董品を購入する場合と同じで、高く買わされても、購入者の

責任になります 

 （一般的な価格を知らない日本人にとっては、多くの物を安く感じます） 

＊ 中国：上海では、「1 中国人民元≒100 日本円」が実勢レートに近いと思え

ますので、参考にしてくだい 

＊ 上海とその他の中国とで、価格面を比較すると上海の物価は約 2 倍以上

ではないかと言われています 

 

 

中国：上海で安い物と高い物を比べてみます、更に参考価格も出しました。 

＜低額品＞ 

食料品・交通費「バス、地下鉄、鉄道、タクシー」・水道代・一般物価 

・単純労働者の給与 「故に、散髪、配送、按摩等の価格は安くなります」 

 

＜高額品＞ 

ホテル代・航空運賃・マンション・ＰＣ・自動車・ 

・日本食の食材 「塩・砂糖・醤油・魚・野菜 等の食材はあるが、日本食には使用できない。

野菜だと皮が硬い茄子・甘くない砂糖・塩辛すぎる塩」との事です。「牛肉は水牛のためか、

硬すぎて噛み切れない」「魚は淡水魚が多く、海水魚は少ない」 

 

＜価格表＞ 

・ 液晶ディスプレー(海外製)：2,100元 

・ カラープリンター（Ｅｐｓｏｎ）：498元 

・ ＣＤプレーヤー(中国製)：268元 

・ 超音波式加湿器(中国製)：148元 

・ ＦＡＸ（フィリップス）：1,995元 

 半年以内に修理に出したのは、なんとオランダ：フィリップス製Ｆａｘでした。中国製品はほぼ

正常に作動しています。 

 

 

上海の状況 

 現在の雰囲気は、1980 年代の東京に似ています。マンション・バブルで年に「20％～

50％」アップは当たり前で投資のために、マンションを複数室も購入して銀行からローンだら

け、給与も同じように「20％～50％」アップは当たり前と日本の過去を思い出させる状況にな

っています。もちろんマンション・バブルと認識している上海人は、少数派になります。 

 畑の真ん中に建てられた郊外のマンションを夜間に観察しますと電気が付いている部屋は、

約20％～50％だけです。ホトンドの部屋が投資用に購入されています。    （F記） 


